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１ 計画の趣旨 

  学校は、確かな学力を身に付ける場であるとともに、児童生徒が集団生活

を通して多様な考えや体験ができ、切磋琢磨しながら社会性を培う場でもあ

り、一定規模の集団を確保することが必要である。 

また、安全で豊かな教育環境を実現するために、学校施設の様々な課題に

対しても、早期に改善、充実を図って行く必要がある。 

大館市教育委員会は、こうした状況を踏まえて、平成２７年１月に文部科

学省が示した「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」

を基底に据え、少数精鋭の街大館を構築する未来の子どもたちを育成するた

め、大館市学校環境適正化検討委員会が平成２９年１２月から平成３１年３

月まで、延べ９回に及ぶ検討委員会の協議を経て策定された「大館市学校教

育環境適正化に関する提言書（第２次）提言」を尊重しながら、ここに「第

２次大館市学校環境適正化計画」を策定するものである。 

 

２ 計画の期間 

計画期間は、令和２年度から令和１０年度までの９年間とする。 

ただし、児童生徒数の推移や学校施設の状況等により、計画期間内であっ

ても、必要に応じ見直しするものとする。 

 

３ 計画の対象施設 

市内の市立全小中学校（小学校１７校、中学校８校）と全学校給食センタ

ー（６施設）を対象とする。 

 

４ 学校教育環境の基本的な考え方 

  次の２つを基本方針とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大館の未来を担う未来大館市民の育成のため、充実した教育環境を構

築・整備する。 

○地域にとって希望を語れる統廃合・学区編成を行う。 
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５ 児童生徒数等の推移と今後の見込み 

  本市の児童生徒数は、令和元年度の４，４６４人（小学校２，９６２人、

中学校１，５０２人）から令和１０年度には３，３６７人（小学校２，１３

１人、中学校１，２３６人）となることが予想される。 

  小学校では、現在矢立小学校が複式学級となっているが、令和５年度には

花岡小学校と東館小学校に複式学級ができる見込みである。中学校では、全

学年が１学級の学校は３校あるが、その中で１学年が２０人以下の学校が１

校あり、令和５年度には３校となることが予想される。 

 

小中学校の児童生徒数等の推移及び推計 

（人） 

 

（年度） 

 

６ 学校教育環境適正化の具体的な計画 

 ⑴ 特色ある学校運営ができる環境づくり 

  本市では、学校教育の重点として、「ふるさとキャリア教育を通して、自

立と気概と能力を備えた人財の育成に努める」「地域学校協働活動を推進

し、スクール・コミュニティの形成を図る」を掲げ、子どもハローワーク

や未来人財プロジェクト、ふるさとキャリア教育夢事業や子どもサミット

活動などの実施により地域に根差した教育を実践している。今後もさらに 

ふるさとキャリア教育を深化させ、未来大館市民を育成していくものとす

る。 

 なお、小中一貫校や義務教育学校については、メリット・デメリットを

検証し、教師の負担軽減を考慮しながら次期計画の中で検討するものとす 
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る。学校選択制については、学校再編や学区再編の際に対象地域の実情を

勘案した上で導入を検討するものとする。不登校や発達障害などにより学

区を超えて小規模校で学ぶことについては、従来どおり指定校の変更や区

域外就学の許可などで対応することとする。 

また、余裕教室などの既存の施設を活用した放課後児童クラブや地域コ

ミュニティを維持するための施設の複合化については、地域住民と十分協

議し、検討していくこととする。 

 

 ⑵ 老朽化する施設の将来的なあり方 

 

  ア 校舎等については、老朽化の著しいものから長寿命化改修や改築を行

う。 

  イ 自校式の給食施設は、給食センターへ移行する。 

 

 

 

 

 

 

  ウ 中学校プールについて、使用不能となった場合は、改築せず小学校の

プールを活用する。 

 

 ⑶ 学区再編について 

   大館東地域は、都市計画道路有浦東台線の開通や御成町南地区土地区画

整理事業の実施により、街並みが大きく変化し、住民の移動による児童数

の偏りが著しいことから、旧大館市内４小学校（桂城小学校、城南小学

校、城西小学校、有浦小学校）について、学区見直しを図り適正配置を目

指す。（令和３年度以降） 

  

⑷ 小中学校の再編について 

  ア 小学校 ※現状維持 

 

 

 

   令和１０年度までは、３複式学級の見込みはない 

○長木小学校給食施設を北地区学校給食センターへ統合する。 

（令和３年度） 

○桂城小学校及び城南小学校の給食施設は、新施設建設又は既存施

設の活用により給食センターへ移行する。（令和４年度以降） 

３複式学級が継続する場合は、再編を検討する。 
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  イ 中学校 ※現状維持 

 

 

 

    成章中が令和３年度、下川沿中が令和６年度、南中が令和９年度から

全学年が２０人以下となるため、３校を対象に学区見直しを含めた学校

再編を令和５年度から検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒数が１学年２０人以下となる学校について、再編を検討す

る。 


